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1これまでの関西電力グループにおけるＩｏＴを活用した主な取組みと課題

＜発電所＞ ＜スマートメーター＞

・配管等、各設備に設置したセンサーで、
水量等のデータを収集。

・３０分ごとに検針値データを収集。
※約700万台取付済（H28.12月末時点）

◆当社グループは従来から、

・電力の安定供給のための火力発電所等の設備の稼働状況の監視、
・全国に先駆けたスマートメーターの導入による、遠隔検針や３０分ごとに計測する電気使用量の見える化、
・グループ会社のケイ・オプティコムが、遠隔での車両や在庫管理を可能とするＭ２Ｍ※１サービスを開始する
等、通信ネットワークを用いて、機器を遠隔で監視・制御し、収集したデータを活用するＩｏＴ※２サービス
に取り組んでいる。

・車両運行状況や稼動管理等、自動的
にデータを収集。

＜車両、在庫の管理＞

ＩｏＴサービスにおける課題

◆一般的にはこれまで、ＩｏＴの通信手段として携帯電話の回線が用いられることから、通信速度が
速い一方で、コストがかかり、また、通信に必要な消費電力が大きいため、利用できる対象やエリアが
限定的であるといった課題があった。

より幅広いニーズに応えるために、通信機器を開発 ２

※１：Ｍ２Ｍ…Machine to Machine
※２：ＩｏＴ…Internet of Things



2無線通信機器の開発

◆少ない消費電力で稼動。
⇒電池３本で、１０年間以上稼動。

◆あらゆる天候にも耐えうる構造。
◆ＬＰガスメーターとの連携機能を具備。

通信端末（無線子機） 通信基地局（無線親機）

◆８本のアンテナを採用・実装
⇒８チャンネルの電波を同時に利用し、

より効率的な通信が可能。
◆あらゆる天候にも耐えうる構造。
（専用BOXに収納）

Ｌ
ｏ
Ｒ
ａ
方
式
で
通
信

今回開発した無線通信機器 （株式会社エネゲートと共同開発）

お客さまへ販売し、「モノ」に接続 当社が所有し、当社施設等に設置

※LoRa（ローラ）方式
Long Rangeの略。米国のLoRa Alliance団体が推進する通信方式。低消費電力、長距離通信という特徴を持ち、双方向通信（上り・下り）が可能。

※

◆ＩｏＴ向けの無線通信として、従来は、携帯電話回線やWiFiなどの高速通信が中心であったが、速度を抑える代わりにコストが安く、
少ない消費電力で、長距離通信が可能という特徴を持った、ＬＰＷＡ（Low Power Wide Area）が注目を集めている。

◆ＬＰＷＡの中でも、通信が双方向（上り・下り）であり、電波を利用するための免許が不要である、ＬｏＲａ（ローラ）方式の
無線通信機器を今回開発。

＜参考：ＩｏＴにおける無線通信方式について＞
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【代表的なLPWAの通信方式】（出典：日経NETWORK 2017.1）

SIGFOX※１
方式

LoRa
方式

NB-IoT※２
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通信距離 最大50ｋｍ程度 最大１5ｋｍ程度 最大20ｋｍ程度

通信速度 100ビット/秒
250～50k
ビット/秒

上り最大62kビット/秒
下り最大21kビット/秒

免許要否 不要 不要 必要

通信方向 上りのみ 上り/下り 上り/下り

※１：仏国のSIGFOX（シグフォックス）社が推進する通信方式。
※２：Narrow Band IoTの略。３GPP団体が推進する通信方式。



3無線通信機器の開発によるＩｏＴサービスの提供

通信基地局
（無線親機）

通信端末
（無線子機）

データ

制御

当社設備お客さま設備

LoRa方式で通信

LTE/3G
回線

（mineo)

遠隔制御

データ

お客さま

通信端末（子機）を販売→最適なネットワークを構築→データの収集→収集したデータを分析・見える化し、提供

データ収集・
分析サーバ

データ分析

暗号化し、
セキュリティを確保

新たに当社が提供する低消費電力で長距離通信が可能なＩｏＴサービス

サービス提供範囲

経営資源 利用価値

スマートメーターの無線ネットワークの構築、維持運用ノウハウ 効率的な設計および運用が可能であり、コストを抑えた最適なネットワーク構築が可能

無線鉄塔など、当社グループのインフラ設備 関西一円の通信基地局の設置場所として活用が可能

データ分析等のノウハウ
スマートメーター等で収集した膨大な蓄積データの分析ノウハウを活かしたサービス提供
が可能

MVＮO回線（mineo）を全国でサービス提供 関西域外においてもサービス提供が可能

ＩｏＴサービスの提供における関西電力グループの経営資源の活用

【平成２９年度上期からサービス開始】

今後の
活用シーン

・ＬＰガスや
水道等の
遠隔検針

・河川の水位
監視

・水門の開閉
・橋、道路の
劣化状況の
監視 等

モノ

機器等

…

大幅にコストを低減

・公募により、今回
開発した機器を
実際に使用いただく
環境を提供。

・オープンイノベーション
等、ＩｏＴサービス
の活用の可能性を
さらに拡げる。

これまでの携帯電話回線を用いた高速通信のＩｏＴサービスと組み合わせ、より幅広いニーズにお応えする。


